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GFP 発現神経細胞

線維芽細胞

1 ．容易な各種分子の細胞・組織への導入

２．多種多様の細胞で高効率な遺伝子導入

３．低い細胞および組織障害性
➢ 細胞障害性が高い他の方法と比較し細胞の生存率が

飛躍的に高い
➢ 直接生体に遺伝子を導入することが可能であり、

副作用の原因となるウイルスを用いる必要がない
➢ 研究機器としてだけでなく、治療用の医療機器とし

ての開発・展開が可能である

Features

➢ 分子導入に際し、特殊な試薬や消耗品が不要
➢ 短時間で全ての導入操作が終了
➢ 遺伝子をはじめ、タンパク質や中・高分子医薬品
➢ の導入も可能

➢ 株化細胞はもちろん、浮遊系細胞や初代培養細胞
など40種類を超える細胞で高効率な遺伝子導入

Company Background

株式会社ワイdズの保有するプラズマ分子導入技術と、
愛媛大学工学部電気電子工学科神野教授が発明したプ
ラズマ照射技術を基にして、本技術を医療をはじめと
する広い分野での研究開発～製品販売を目指し、2016
年に設立された。

実験用装置 試作機

iPS細胞

Company Strategy

➢ 医療、創薬、健康/美容、農林水産、などの各分野での共同開発企業の探索
➢ 医療用途に向けて国の研究資金（AMED)をはじめとする各種研究資金

➢ 知的財産権の独占的な実施権の付与あるいは売却
➢ 技術のみでなく人的資源も含めた事業売却
具体的な内容:

• マイクロプラズマを用いた高効率・低侵襲な分子導入法
• 再生医療が実用化できる安全性が確立され、分化能の高い
iPS細胞樹立方法

• 遺伝子治療のための遺伝子導入が難しい iPS細胞、初代培
養細胞への遺伝子導入技術

• 培養細胞以外での動植物個体への分子導入技術
など、プラズマ分子導入法のアプリケーション技術



左図のような各分野に対応したビジネス
モデルを策定しており、最終出口として
事業のバイアウト（M&S)を計画してい
ます。
その第一段階として、本技術の有用性や
有意性の確認、実用化に向けた装置の開
発、医療分野においては前臨床～臨床試
験、などについて共同で開発する相手先
となる候補企業とのコンタクトを開始し
ています。

近年、Googleが医療関係の研究開発も進
めているように、現状で遺伝子導入にか
かわる事業を進めている企業に囚われず、
本技術の将来性に対して価値を見いだせ
る企業であれば、M&A先は製造会社に限
定されることはなく、投資会社でも問題
ありません。

＊尚、2019年には研究用装置としての上市、そ
の後、医療・健康・美容用装置としての実用
化を目指しています。

再生医療

遺伝子治療

育種・品種改良

DDS・創薬研究

産業利用可能な次世代分子導入法

・ 臨床応用可能な安全なiPS細胞の樹立
・ iPS細胞の選択的な分化促進

・ ウイルスベクターを用いない治療法の実用化
ex vivoでの遺伝子治療（細胞医療）
in vivoでの遺伝子治療（癌など）

・ ウイルスや病原菌を用いない
安全性の高い育種

・ 植物細胞へ障害性が低く、
高効率の遺伝子導入

・ 抗体医薬品など経口投与ができない中・高分子医
薬品の新たな投与
・ 新規医薬品の創出および開発のための細胞樹立

Business Model 

ゲノム編集技術

・ 高効率なゲノム編集システムの細胞内導入
染色体の任意の部分の欠失
染色体の任意の部位への遺伝子の挿入

1) 特許第3585124号(2004) 選定分子導入法
2) US7,402,435B2 (2008), EP1365021B1 (2006),

AU2002233633 (2006)

Method of transferring a Selected Molecule to a cell

3) 特許第5737828号(2009) 標的細胞または標的組織内への選定
分子導入方法、それに用いる導入装置、…

4) 特許第6117482号(2012) 選定分子導入装置
5) 特許第6189019号(2012) 選定分子導入法、選定分子導入装置…

* 上記に加え新規iPS細胞樹立法など、出願中の特許あり

Patent 代表的な特許の抜粋

★ NHKのニュース番組でも本技術が紹介されました


